
BV隊活動報告書 
日  時 平成 1５年９月２８日（日）９時～１５時 
場  所 平和の森フィールドアスレチック 
ねらい 体を使った遊びを楽しむ 木の葉章 健康 
もちもの スカウト：いつものとおり、水筒、おにぎり、着替え、（靴下も）代え靴、タオル 

     クレヨン、 
準 備 シール、紙皿、ホチキス、（野末副長） 

 
参加者 
大人 5名 
小人 11名 

指導者 5名 
スカウト 9名 
カブスカウト 2名 

概                要 
  
 
 9:00  阪急前集合 出欠 確認 
        隊長のことば（フィールドアスレチックで元気に遊ぼう。電車に乗る時
の注意）トイレ 

 9:10  阪急前出発 先導野末副長 切符―村上副長 
    9：２0大井町－品川－平和島  
 10:00  平和の森アスレチック入場 入場券―村上副長 トイレ、水分補給 
 
    その間に秋本副長が「マテバシイ」の説明をしながらスカウトは思い思
いにどんぐり拾い。 

 
    ルールの説明：スカウトがポイントをクリアする毎に傍にいる指導者が 

（野末）シールを貼っていく。村上副長より先へ行ってはいけな
い。他のボーイスカウトもいるし、他のお客さんもいる
ので順番をきちんと待つ。 

 
 12:05  着替え、トイレ、水分補給、 
12:15  平和の森アスレチック出発 

 12:25  見晴らし広場で昼食 ご飯の歌（野末副長） 
 12:45   工作 フライング・ディスク できたものを使って自由遊び 
        （誰が遠くまで飛ばせるか？大櫛隊長に当てられるか？競争） 
13:20  休憩、水分補給  「ドロケイ」  
13:45  おやつ、（浅井さんからの差し入れ「星たべよ」）読み聞かせ「竜のはな
し」（宮沢賢治）野末副長 

    伝えたいこと「捨身（しゃしん）の心」相手のために自分を犠牲にした
竜の優しい心 

14:00  歌 ユポーイヤイヤエイヤ、（村上副長） 
14:15  木の葉章、小枝章、トイレ 
14:30  平和の森公園出発 
15:10  大井町駅着 
隊長講評 次回案内（10/1赤い羽根協同募金） 
大きな輪、解散 

 
実費徴収 
村上副長 
大人 920円 
子供 400円 

   



  評価。反省。 
 
１、数が少ないのと移動時間が短いため、電車の中、歩いている時にも問題なく行動できた。 
２、アスレチックは他のカブ隊（板橋）や一般のお客さんもいたため、「早い子はどんどん先へ行く」と
いう具合にはいかなかったので結局有る程度まとまって動かざるを得なかったが安全面では（リーダ
ーの人数が少なかったため）返ってよかったのではないかと思う。 

３、最初のうちは、どこかの施設のお子さんと先生たちが前にいて全然進まず、スカウトたちは「まだ
～？」などど言っていたが、村上副長がその子に「がんばれー！」と言ったらみんなも一緒に応援し
てじっと待っていた。そのお子さんを待つ初めの 30分間は子供たちにとってジレンマの時間になっ
たが、よく我慢して順番をじっと待っていたと思う。村上副長の「ここはこわいよね～。ここはむず
かしいんだよね～？」などの声かけが子供達にも相手を思いやる気持ちにさせたのだと思う。さす
が！ 

４、水関係は大櫛隊長、秋本副長が短パンで頑張ってくれたので、着替えのスカウトはそんなに多くなか
った。（靴下、またはズボン程度） 
５、カブの 2人はまだ回りたそうだったが、ビーバーはもう 12時の時点で「疲れた～。おなかがすいた
～！」と言っていたので３５ポイントで終了。 

６、広場に行って昼食の後、紙皿を使ってフリスビーを作る。これは思ったよりヒット！ 
安い、簡単、子供たちが勝手に走り回ったりできる。時間ももつ。ただ、何人か走りすぎてころんで 
軽くひざを擦りむいたが、水で洗う程度のもの。 

7、「ドロケイ」は子供たちの意見でやったが、はるかちゃんは自分が捕まるとすごく怒ってそれがリーダ
ーには受けていた。子供たちはおもいっきり走り回ってへとへとだったが楽しそうだった。 

 
おまけ(#^.^#) 
 
今回の活動の自由時間の遊びは子供達が自由な発想で（勝手なルールで？＾＾；） 
遊んでいたのが良かったと思う。フリスビーも女の子達はわけのわからない遊びをしていたが、 
楽しそうだったので、そのまま見ていた。 
勝負物が苦手なともきとけいちゃんには村上副長と鈴木副長がフォローしていた。 
でも、、あの「みんななにをやりたい？」と村上副長が聞いたときにともきが「いやだいやだ」とい
ったのを「よ～し、じゃあ、いやだいやだゲームだな？」と切り返したのにはみんな思いっきり笑え
ましたね。(^.^) 
 
 

 

 

 
 


